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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/14     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月19日(2018.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波トランスデューサアレイから受信した信号を処理するための方法であって、
　信号サンプルを提供するために、受信超音波エネルギーを表す前記受信した信号をデジ
タル領域に変換することと、
　前記信号サンプルの直交復調を実行し、それに続いて、前記復調済み信号サンプルの高
速フーリエ変換および周波数領域における信号調節を実行することと、
　前記復調済み信号サンプルの高速フーリエ変換および前記周波数領域における信号調節
に続いて、集計エレベーション値を提供するために前記超音波トランスデューサアレイの
エレベーションチャネルに対応する周波数領域値を集計することと、
　超音波画像形成処理のために前記集計エレベーション値を出力することと、を含み、
　前記信号調節が、周波数領域重み関数を前記周波数領域値に適用することを含む、方法
。
【請求項２】
　時間領域重み関数を前記復調済み信号サンプルに適用することであって、高速フーリエ
変換が、前記時間領域重み付けされた信号サンプル上で実行されることをさらに含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　形成予定の画像に対応する前記信号サンプルのサブセットを前記信号サンプルから抽出
することであって、直交復調が、前記抽出された信号サンプル上で実行されることをさら
に含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　データ低減のために前記復調済み信号サンプルをダウンサンプリングすることであって
、高速フーリエ変換が、前記ダウンサンプリングされた信号サンプル上で実行されること
をさらに含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　超音波トランスデューサアレイから受信した信号を処理するための方法であって、
　信号サンプルを提供するために、受信超音波エネルギーを表す前記受した信信号をデジ
タル領域に変換することと、
　形成予定の画像に対応する前記信号サンプルのサブセットを前記信号サンプルから抽出
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することと、
　前記抽出された信号サンプルに時間領域重み関数を適用することと、
　前記重み付けされた信号サンプルを周波数領域値に変換することと、
　前記周波数領域値に周波数領域重み関数を適用することと、
　超音波画像形成処理のために前記重み付けされた周波数領域値を出力することと
を含む、方法。
【請求項６】
　前記時間領域重み関数を適用することが、前記抽出された信号サンプルの受信機依存性
重み付けを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記時間領域重み関数を適用することが、前記抽出された信号サンプルの励振依存性重
み付けを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記時間領域重み関数を適用することが、前記抽出された信号サンプルのチャネル非依
存性重み付けを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記時間領域重み関数を適用することが、前記抽出された信号サンプルのチャネル依存
性重み付けを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記周波数領域重み関数を適用することが、前記周波数領域値の受信機依存性重み付け
を含む、請求項５から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記周波数領域重み関数を適用することが、前記周波数領域値の励振依存性重み付けを
含む、請求項５から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記周波数領域重み関数を適用することが、前記周波数領域値のチャネル非依存性重み
付けを含む、請求項５から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記周波数領域重み関数を適用することが、前記周波数領域値のチャネル依存性重み付
けを含む、請求項５から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　超音波エネルギーの受信に応答して受信信号を提供するように構成された超音波トラン
スデューサアレイと、
　前記受信信号を処理するように構成された処理回路であって、
　　信号サンプルを提供するために前記受信信号をデジタル領域に変換するように構成さ
れた変換回路と、
　　形成予定の画像に対応する前記信号サンプルのサブセットを前記信号サンプルから抽
出するように構成された抽出回路と、
　　前記抽出された信号サンプルに少なくとも１つの時間領域重み関数を適用するように
構成された時間領域信号調節回路と、
　　前記重み付けされた信号サンプルを周波数領域値に変換するように構成された高速フ
ーリエ変換回路と、
　　前記周波数領域値に少なくとも１つの周波数領域重み関数を適用するように構成され
た周波数領域信号調節回路と、
　　超音波画像形成処理のために前記重み付けされた周波数領域値を出力するように構成
された出力回路と、
　を含む、処理回路と
を含む超音波デバイス。
【請求項１５】
　前記時間領域信号調節回路が、前記抽出された信号サンプルに前記時間領域重み関数の
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係数を乗じるように構成される、請求項１４に記載の超音波デバイス。
【請求項１６】
　前記周波数領域信号調節回路が、前記周波数領域値に前記周波数領域重み関数の係数を
乗じるように構成される、請求項１４又は１５に記載の超音波デバイス。
【請求項１７】
　前記処理回路が、前記抽出された信号サンプルの直交復調を実行するように構成された
直交復調回路をさらに含み、時間領域信号調節が、前記復調済み信号サンプル上で実行さ
れる、請求項１４から１６のいずれか一項に記載の超音波デバイス。
【請求項１８】
　前記処理回路が、データ低減のために前記抽出された信号サンプルをダウンサンプリン
グするように構成されたダウンサンプリング回路をさらに含み、時間領域信号調節が、前
記ダウンサンプリングされた信号サンプル上で実行される、請求項１４から１７のいずれ
か一項に記載の超音波デバイス。
【請求項１９】
　前記処理回路が、第１のチャネル数で前記抽出された信号サンプルを部分的に処理し、
前記部分的に処理された信号サンプルをメモリに格納し、前記第１のチャネル数より少な
い第２のチャネル数で前記部分的に処理された信号サンプルの処理を完了するように構成
される、請求項１４から１８のいずれか一項に記載の超音波デバイス。
【請求項２０】
　前記処理回路が、集計されたエレベーション値を提供するために前記超音波トランスデ
ューサアレイのエレベーションチャネルに対応する前記重み付けされた周波数領域値の集
計を実行するように構成された集計エレベーションチャネル回路をさらに含み、前記出力
回路が、前記集計されたエレベーション値を出力するように構成される、請求項１４から
１９のいずれか一項に記載の超音波デバイス。
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